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【要  旨】  
多発性硬化症と視神経脊髄炎関連疾患は、中枢神経炎症性脱髄性疾患の代表的
な疾患であり、自己免疫性機序が想定されている。中枢神経炎症性脱髄性疾患
の診断は典型例の場合、比較的容易に診断がつくが、非典型例では診断に時間
を要することが多い。中枢神経炎症性脱髄性疾患の中でも特に、腫瘍様脱髄性
病変  (tumefactive demyelinating lesion: TDL)という MRI 上脳腫瘍に非常に
よく似た所見を呈する一群があり、中枢神経悪性リンパ腫  (central nervous 
system lymphoma: CNSL)や神経膠腫との鑑別のために脳生検が必要となる。特
に CNSL はステロイドにより病変が縮小したり、一時的に消失することがある
ため鑑別に時間を要することが多い。今回我々は、中枢神経炎症性脱髄性疾患
と中枢神経系悪性腫瘍との鑑別における髄液検査の有用性について検討した。
その結果、髄液中 IL-10 および可溶性 IL-2 受容体は CNSL において多発性硬化
症、視神経脊髄炎、 TDL よりも有意に高値であった。多変量ロジスティック回
帰分析の結果、髄液中可溶性 IL-2受容体が CNSLの予測因子として抽出された。
本研究の結果より、髄液中可溶性 IL-2 受容体と IL-10 は TDL をはじめとした
中枢神経炎症性脱髄性疾患と CNSL との鑑別に有用であることが判明した。  
